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論文及び審査結果の要旨 

 

超高速鉄道の営業の際に重要となる沿線騒音について、走行試験のデータから現有設

備の課題を抽出したうえで、定置試験や数値解析試験の結果を踏まえて改善案を提示す

るとともに、実機で効果を検証しており、実務的に有用な内容となっている。論文の研

究成果が実際の環境影響評価に活用されていることも評価に値する。スピーカ試験と加

振機試験を組み合わせて騒音の実態を把握する方法や、騒音の予測モデルについては今

後の応用も考えられ、本論文については学位授与の水準に達していると判断される。 

 

博士論文に関連する専攻分野の科目については、論文で取り扱った超高速鉄道につい

て土木構造物の全般的な技術課題と対応策に関する発表をさせ、その内容や付随する構

造面、環境面での専門知識を口頭試問により確認する方法で実施した。その結果、分野

全般に関する専門知識とそれらをシステムとして統合する応用力を有することを確認し

た。 

また外国語については、論文内容に関する英文の概要を提出させるとともに、前述の

内容及び研究の成果について英語で発表させた。その結果、論文で取り扱った分野に関

する外国語の知識を有するとともに、学術論文の読解や執筆に必要な外国語の運用能力

を有することを確認した。 

その結果、学力の水準については、本学大学院の博士課程を修了した者と同等以上で

あると判断した。 

なお，提出された論文に対してのiThenticateによる既往文献との重複等、剽窃、盗用の不

正行為を調査したが、問題となるようなことは一切検出されなかった。 

 

 

 

 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


